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ご説明内容

・廃棄物対策から見た高速炉システムの特徴

・廃棄物減容及び有害度低減を目指した研究開発

・もんじゅ研究開発(重要度・優先度分類)での位置づけ

・まとめ
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廃棄物対策から見た高速炉システムの特徴(1/3)
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廃棄物対策から見た高速炉システムの特徴(2/3)
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廃棄物対策から見た高速炉システムの特徴(3/3)
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廃棄物減容及び有害度低減を目指した研究開発(1/8)
システム概念の有効性確認に必要な調査・評価-1
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廃棄物減容及び有害度低減を目指した研究開発(2/8)
システム概念の有効性確認に必要な調査・評価-2
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廃棄物減容及び有害度低減を目指した研究開発(3/8)

① 燃料製造技術

② 照射試験及び燃料材料開発

③ 炉特性・炉システム設計技術

④ 再処理技術開発

研究開発項目の分類
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廃棄物減容及び有害度低減を目指した研究開発(4/8)

① 燃料製造技術

・ＭＯＸ燃料製造プロセス開発
安定した品質で製造するためのプロセス技術
発熱率及び放射線源強度の増加による製造上の課題解決

・簡素化ペレット法のMA含有燃料製造への適用性検討
MA含有燃料の遠隔操作に適した簡素化ペレット法の開発

・遠隔自動製造設備の高度化
放射線源強度の増加に対応すべく高度化

② 照射試験及び燃料材料開発

・「もんじゅ」や「常陽」等での照射試験、照射後試験等
実規模照射試験/短尺燃料の各種照射試験、
MA/Puの核変換量の評価・検証、燃料設計の妥当性確認

・長寿命炉心燃料材料の開発等の基盤技術開発
高中性子照射量に耐え得る炉心材料等の開発
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廃棄物減容及び有害度低減を目指した研究開発(5/8)

③ 炉特性・炉システム設計技術

・炉特性の確認及び炉心概念の検討
Pu/MAを燃料とする高速増殖炉/高速炉の炉特性の確認

④ 再処理技術開発

・ＭＡ分離プロセスの開発
Am/Cmを効率的に回収可能な抽出剤の開発
ＭＡ分離回収フローシートの構築

・ＭＡ燃料の再処理試験
ＭＡ含有による再処理工程への影響を評価
Pu/MAサイクルの物質収支(核変換特性評価)の検証
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廃棄物減容に資する研究開発の全体の中での位置付け

廃棄物減容及び有害度低減を目指した研究開発(6/8)
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廃棄物減容に資する研究開発の全体の中での位置付け

廃棄物減容及び有害度低減を目指した研究開発(7/8)
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もんじゅ研究計画全体像のイメージ

廃棄物減容及び有害度低減を目指した研究開発(8/8)
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もんじゅ研究開発(重要度・優先度分類)での位置づけ
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まとめ

高速炉システムは、Puの増殖・維持だけでなく、Pu/MAの燃焼
(廃棄物減容)にも利用可能

「もんじゅ」は高速炉システムによる環境負荷低減の有効性確認
のための中核的な研究開発の場

- 「もんじゅ」「常陽」での照射試験と照射後試験
実規模レベルでの照射が可能

核変換量の評価、核計算手法/核データの検証～5サイクル

- 燃料製造技術開発
遠隔自動設備、製造プロセス開発

- 炉特性・炉システム設計技術
ＭＡ含有燃料の炉特性

- 再処理技術
ＭＡ分離回収プロセス開発、Pu/MAサイクル物質収支、核変換特性
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